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小学校算数 第５学年

児童用解答

次の計算をしましょう。わり算はわり切れるまで計算しましょう。

（１）０.７５＋０.９ （２）８－０.５

（３）６＋０.５×２＝６＋１ （４）８０－３０÷５＝８０－６
（３）６＋０.５×２＝７ ＝７４

（５）２７×３.４ （６）９０×０.７

（７）６.５×２.７ （８）２÷５

（９）１８÷０.９ （10）４.３２÷５.４

ほっかいどうチャレンジテスト

春休み版①

１

１.６５ ７.５

７ ７４

９１.８ ６３

１７.５５

０.４

２０ ０.８

※次のページにも、問題があります。

積の小数点は、積の小数
部分のけた数が、かけられ
る数とかける数の小数部分
のけた数の和になるように
うちます。

商の小数点は、わられる
数の移した小数点にそろえ
てうちます。

＜計算の順序＞
① 式は、ふつう、左から順に計算します。
② （ ）があるときは、（ ）の中を先に
計算します。

③ ＋、－、× 、÷ がまじった式では、か
け算やわり算を先に計算します。

小数のたし算・ひき算は、小
数点の位置に気を付けて、位を
そろえて計算します。

① わる数が整数になるように、10倍して小数点を右へ移します。
② わられる数の小数点も、①で移した分だけ右へ移します。
③ 商の小数点は、わられる数の移した小数点にそろえてうちます。

９.０
×.０.７
６.３.０

２.７
×.３.４
１.０.８
８.１.
９.１.８

６.５
×.２.７
４.５.５

１ ３.０.
１ ７.５.５
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２ 次の計算をしましょう。

（１）
１
＋
２
＝

５
＋

６
（２）

３
＋
２
＝
２１

＋
１０

３ ５ １５ １５ ５ ７ ３５ ３５

＝
１１

＝
３１

１５ ３５

（３）１
１
＋
２
＝
３５

＋
１２

（４）
５
－
２
＝
５
－
４

６ ５ ３０ ３０ ６ ３ ６ ６

＝
４７

＝
１

３０ ６

（５）
５
－
１
＝
２０

－
９

（６）１
１
－
１
＝
１４

－
３

９ ４ ３６ ３６ ６ ４ １２ １２

＝
１１

＝
１１

３６ １２

（７）
２×４＝

２×４
（８）

５×３＝
５×３

９ ９ ６ ６

＝
８

＝
５

９ ２

（９）
３÷２＝

３
（10）

４÷８＝
４

８ ８×２ ５ ５×８

＝
３

＝
１

１６ １０

１１
１５

３１
３５

４７ （１１７）
３０ ３０

１
６

１１
１２

１１
３６

８
９

５（２１）
２ ２

３
１６

１
１０

１

２

１

２

分数に整数をかける計算では、
分母はそのままにして、分子に整
数をかけます。

分数を整数でわる計
算では、分子はそのま
まにして、分母に整数
をかけます。

計算のと中で約分
できるときは、約分
してから計算すると
かんたんです。

分母のちがう分数のたし算、ひき算
は、通分してから計算します。

【別の解き方】

１
１
＋
２＝１ ５ ＋１２

６ ５ ３０ ３０

＝１
１７
３０


